
令和元年度モデル企業

MEMO

一般財団法人 明治安田健康開発財団 認定年度：令和元年度～令和３年度

業種：学術研究・専門・技術サービス業 約80人

【実践部門】（令和3年度）
●ウォーキングアプリ内トークルームの活用
●防疫清掃 de マッスルチャンス
●活動量アップにつながる職員

おすすめ動画共有POP
●自律神経測定会
●サイコロ de エクササイズ～リニューアル版～
●会議deエクササイズ
●ウォーキングアプリの活用
●ランチタイムウォーキング
● 1分間ウロウロタイム
●スタンディングデスクの利用 など

令和３年度の取組内容

企業情報はこちら

※モデル企業の画像は、「事例集」発行年度当時のものです。
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◆取組を始めたきっかけ

◆運用上の特徴や工夫

◆効果やメリット

●社名に「健康」とあるように、自社の従業員が自ら健康づくりに取組む風土を
醸成することで、事業である健康診断また健康づくり支援の深化につながると
考え令和元年より認定にチャレンジ。
令和元年には座りすぎ改善や令和2年からはコロナ禍でも活動量をアップさせ
るように、ワークスタイルや時勢の状況に合わせた活動を展開。
健康づくりが従業員の話題となるように、多くの人が参加できるようなタイミング
を考慮し、活動を行った。

【防疫清掃 de マッスルチャンス】
●低いところはしっかりしゃがむ、腕を遠くまで伸ばして拭くことで背中のストレッチ、など普段
の防疫清掃の中でもより身体を動かすことを意識することで活動量アップにつながった。

【活動量アップにつながる職員おすすめ動画共有POP】
●黙食しなくてはならないランチの時間に、自社に所属する運動や食の専門家がおすすめ
する動画の二次元バーコード入りポップをパーテーションに掲示。動画を見てエクササイズを
真似してみた、などお互いの話題にもなっており、コミュニケーションの醸成にも貢献した。

【会議 de エクササイズ】
●会議の始まりと終わりの2回、参加者全員で実施。始まりはバランスや筋力のチェック、終
わりには改善のためのエクササイズを行う。役職が上の方ほど、会議の参加が多いので、体
を動かす機会とともに、気分のリフレッシュにつながった。

●身体を動かす機会を増やすことが、お互いのコミュニケーション向上につながっ
ており、制限のある環境でも、身体だけではなく心の健康にもつながっているこ
とが従業員の声からも聞くことができた。
●経営層が活動に多く参画することで、社内の健康づくりへの理解が高まり、
風土が醸成しやすくなった。
●健康づくりに積極的に取組んでいることを認定を通してPRできることで、当財
団のプレゼンス向上につながっている。

新しい日常に伴い、新しくできた「習慣」「設備」を最大限利用し、できる限りコスト
をかけずに楽しく活動量アップできるアイデアを融合させた。
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